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１．保小連携の必要性

和田　信行 委員

（１）小１プロブレムの状況
小１プロブレムの言葉に代表されるように、小学校１年生の入学直後の課題が問題となって

います。授業中立ち歩く、話を聞かない、おしゃべりが多い、落ち着きがない、床に寝そべる、

担任の指示通り行動しない等々の状況が入学式後数ヶ月経っても続いているような状況のこと

です。東京都教育委員会の調査によると、平成20年度の都内の小学校約1,300校のうち、23．9

％の校長が「１年生の落ち着かない状況が続いた」と回答しています。平成22年度は1８．2％、

23年度になっても、19．0％の小学校でこのような問題が起こっています。

（２）なぜ、小１プロブレムか
小学校に期待と不安な気持ちで入学した１年生も、しばらくすると先生の言うことを素直に

聞いて、学校生活に慣れていったものです。しかしながら以前と比べると、現在の１年生には

明らかに変化が現れています。全ての学校、全ての学級ではないのですが、４校に１校の割合

で小１プロブレムが起こっていることをどのように考えたらよいのでしょうか。

小１プロブレムが起こるには、何かの原因があるのでしょう。幼児を取り巻く状況に何があ

るのかその原因となることを探ってみましょう。

１）家庭の課題

一つ目は、家庭の課題です。少子化が進行しています。兄弟の人数も少なくなっています。

兄弟が少ないということは、兄弟間の様々な学びが少ないということです。日常生活の中で、

年長者の言うことを聞いたり、年少の者に対するいたわりの気持ちをもったり、協力して仕事

をしたりということが行われているのですが、このような機会が減っていくと、少子化は子ど
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第１学年児童の不適応状況が発生した学校の割合（東京都の小学校）

（東京都教育委員会・教育庁報589号・平成24年７月）
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もをわがままにしてしまう面があります。

また、核家族化が進行しています。祖父母との同居の全てを肯定するわけではありませんが、

核家族化は、従来からの家庭で育てるべき子どもへのしつけを行えない状況を作り出していな

いでしょうか。家族間の挨拶、食事の時の姿勢、言葉遣いや態度、実の回りの整理や整頓など、

様々な普通のことが世代間を通して伝達されにくくなっています。

さらに、共働き世帯の増加等により、家庭での乳幼児期におけるしつけが十分にできていな

い状況はないでしょうか。つまり、子どもが兄弟間での葛藤や保護者からの厳格なしつけを受

けることがないまま育っているのです。その結果、子どもがわがままになったり、基本的な生

活習慣を身に付けずに育つことになります。家庭の教育力の問題はかなり以前から指摘されて

いることですが、他の要因と相まって子どもの行動変化として現れてくるのでしょう。

２）地域の課題

二つ目は、地域の教育力の課題です。「地域から子どもが消えた」と言われています。物騒

な社会状況を反映して、地域の公園や路地から子どもの遊んでいる姿は見えなくなってしまい

ました。かつて、子どもたちは、地域において異年齢集団で遊ぶ中で、様々な学びをしながら

成長してきました。幼児も小学生や中学生と一緒に遊んでいました。しかし最近では、子ども

の過ごすところは家庭内であったり、子育て広場のような大人が付き添っている場所になり、

地域での子どもの遊びの中でのきまりや掟はなくなってしまいました。

また、「地域社会の崩壊」とか「無縁社会」の言葉に代表されるように、大人も地域とかか

わりを持たなくなっています。町会、隣組、子供会、祭り、廃品回収、地域清掃など、町の行

事に参加する人も少なくなりました。

第四の領域という言葉があります。現代社会における人とのかかわりを四つの領域で示して

います。無縁社会の言葉に代表されるように、第一の領域から第三の領域まで、それぞれに変

化が出てきています。

第一の領域は血縁で、家族や親戚とのつな

がりです。「ホテル家族」などという言葉も

生まれました。子どもたちもそれぞれ個室を

持ち、テレビも電話もある状態です。家族団

らんの時間もありません。家庭に「庭」がな

い、つまり単なる「家」なのです。

また、泊まりに行ったり来たりといった、
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親戚間の繋がりも薄くなりつつあります。以前は、叔父さん叔母さんや、いとこからいろいろ

な影響を受けて大きくなるものでしたが、最近では良くも悪くも、あまりかかわらなくなって

きています。結婚式や葬儀も呼ぶ範囲が狭くなりました。

第二の領域は地縁、隣近所のつながりですが、これも大きく変化してきています。隣近所の

おじさんやおばさんから名前を呼ばれ、褒められたり叱られたりする経験は、子どもの成長を

助けるものですが、隣組、町会、子ども会などのつながりも、都会では随分と少なくなりまし

た。マンションやアパート、集合住宅の多い地域では、町会の組織を維持していくことも困難

になり、お祭りや盆踊り大会、運動会を開催するのに、参加する子どもも少なくなっています。

村八分という言葉があります。地域社会への参加の仕方や人とのかかわりを無視した者に対

して、いわゆる「村八分」にして付き合いをしないということです。

現代社会は、ほとんどの人が村八分状態で生活をしている状況になってきています。隣の子

が成人しても、お祝いをすることもなく、晴れ着を着て隣近所に成長の感謝を言いに回ること

もありません。夏に前撮りとかで写真撮影をして、成人式の日には晴れ着を着て式場に直行、

終われば着替えて二次会というのが今風です。結婚式も葬儀も隣近所との付き合い方が変わっ

てきています。

これは、ある意味では仕方がないことなのかもしれません。江戸時代からの社会では、農業

をしている人がほとんどでした。農村社会は、村落共同体です。皆が力を合わせなくては生き

ていけなかったのです。

村八分とは
付き合わない 付き合う

火事
葬式

出産祝い
成人祝い
結婚式
旅行

病気見舞い
法事

新築祝い
風水害
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第三の領域は職縁、職場でのつながりです。従来、職場の人とのかかわりは密でした。アフ

ターファイブで飲みに行ったり、休日にはスキーに行ったりと職場の仲間で過ごすことも多か

ったのです。職場での人間関係が子育てにプラスに働くこともあります。家族ぐるみで旅行に

行ったり、会社の同僚を自宅に呼んだり、子どもにとっても知らない大人とかかわり、プラス

になることもありました。現在は、勤務時間が終了したら一路帰宅、土日はファミリーで過ご

すサラリーマンが増えています。特に、子育て世代はイクメンですぐに帰宅する人も多いこと

でしょう。

第四の領域は趣味縁、同窓生やサークルのつながりです。第四の領域が第一から第三の領域

のかかわりを薄くしているという面もあります。他の領域と違って、自分の都合の良いときに、

相性の良い人とのみ付き合えばよいのです。嫌なら断ることも、付き合わないこともできます。

しかしながら、第一から第三の領域はそうはいきません。社会の中で人とかかわって生きて

いくということは、お互い自己主張と自己抑制をしながら付き合っているのです。大人社会が

無縁社会を作り出し、人とのかかわりを持たない状況の中で、子どもは何を手本に社会とかか

わる力、社会性を身に付けていくのでしょうか。

現在の無縁社会は、更に第五の領域を生み出そうとしています。携帯やパソコンだけでのつ

ながりの第五の領域、「ネット縁」とでも呼びたくなるような社会状況があります。直接顔を

合わせず、会ったこともない人とネット上でつながっているのです。このような社会ですから、

保育園での子どもの生活の中で人とかかわる力を育てることも必要になってくるのです。

３）保育所や幼稚園の課題

三つ目は、保育所や幼稚園の課題です。保育所や幼稚園が「遊び」を中心にした活動である

ことは間違いないのですが、遊びが中心と言うことを、「単に遊ばせておけばよい。」という間

違えた「自由保育」としている園はないでしょうか。遊びの中には、小学校の活動につながる

集団としての発達を促す遊びや、小学校の学習につながる教育としての遊びもあるのです。遊

ばせているだけでは放任です。就学前の教育として、小学校につながる保育や教育が展開され

なくてはいけないことは言うまでもありません。

これまで見てきた課題を考慮しますと、年長児の活動に、小学校へつながることを意識した

アプローチカリキュラムが必要になるのではないでしょうか。「生活する力」「かかわる力」「学

ぶ力」の三つの力を、アプローチカリキュラムの柱にして指導計画を作成することを提案しま

す。
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４）小学校教育の問題

四つ目の、小学校側の教育課題も多いと言えます。社会や地域の変化、家庭の変化や子ども

の変化にかかわらず、小学校教育は30年前、50年前と同じように進められています。校内のチ

ャイムは、６年生と同じ時程で鳴ります。４5分の授業で５分の休み時間、教科書を中心とした

知識注入式の授業形態で、１クラス35人に一人の担任です。（図1参照）これで現在の子ども

たちに、「段差を乗り越えろ。」とか、「段差も必要。」という議論はないでしょう。このような

課題を解消するためには、小学校側でのカリキュラム（スタートカリキュラム）の工夫も必要

となってきます。

図1　保育所・幼稚園・小学校の１日（一般的な例）

保育所 幼稚園 小学校

７：30　登園

　　　　好きな遊び

　　　　当番活動

　　　　課題遊び

　　　　（おやつ）

　　　　一斉遊び

12：00　給食

13：00　好きな遊び

13：30　お昼寝（午睡）

　　　　（おやつ）

15：00　好きな遊び

16：00

　～

19：00　降園

９：00　登園

　　　　好きな遊び

　　　　当番活動

　　　　課題遊び

　　　　一斉遊び

12：00　お弁当

13：00　好きな遊び

13：４5　帰りの会

　　　　絵本の読み聞かせ

　　　　歌

1４：00　降園

８：15　登校

８：４5　１時間目開始

９：30　１時間目終了

　　　　（５分休み）

９：35　２時間目開始

10：20　２時間目終了

　　　　（20分休み）

10：４0　３時間目開始

11：25　３時間目終了

　　　　（５分休み）

11：30　４時間目開始

12：15　４時間目終了

　　　　給食準備

12：35　食事開始

12：55　食事終了

　　　　片付け

13：00　昼休み

13：20　清掃活動

13：４0　５時間目開始

1４：25　５時間目終了

1４：50　１年生下校
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（３）保育所が取り組むべき保小連携
１）連携段階表を活用した連携の推進

保小連携の必要性について述べてきましたが、それでは、どのように保小連携を進めていけ

ばよいのでしょうか。保育所と小学校の連携には一度に全て解決するような方法はありません。

双方が、段階を踏んで一歩ずつ、理解と協力をしながら進めていくものです。ですから、必要

性について納得していないと連携は進まないのです（図2参照）。

①第一段階（はじめの一歩）

この段階は、保幼小連携がほとんど行われていないか、またその必要性についても、管理職

を初め、多くの保育士・教員が理解をしていない状態です。先ずは、保幼小連携をどこから手

を付けていくか模索の段階といえます。

まず、校園長自身が保幼小連携の必要性を認識する必要があります。同時に、職員に対して

図2　保幼小連携段階表

段階名 教育委員会・校園長 保　育　所・幼　稚　園 小　　学　　校

第
一
段
階

初めの一歩段階

・保幼小連携の啓発
・研修会の実施
（教務主任研修会、学年主任
研修会、研究主任研修会、初任
者研修会等の中に入れ込み）

・先進研究校の指定
・校園長同士の交流、挨拶

・近隣保育所、幼稚園、小学校
の確認

・小学校への散歩
　校庭利用、トイレの借用
・校内めぐり

・近隣保育所、幼稚園の確認
・保育所・幼稚園の学校利用を

促進
・授業公開案内の配布

第
二
段
階

交流段階

・保幼小連携研修会の実施
（各校教務主任等の参加）

・保幼小連絡協議会の実施
・保幼小授業参観の実施
・校園長相互訪問、教員への紹

介

・小学校生活科（１年生、２年
生）授業への参加

・小学校行事への参加
・行事の交流活動
　運動会、学芸会、展覧会等

・園児を生活科（１年生、２年
生）授業へ招待

　招待から連携授業へ
・小学校行事への招待
・相互交流活動へ

第
三
段
階

・互恵性を求めた連
携段階

・接続カリキュラム
実施段階

・保幼小連絡協議会の実施
・保幼連絡会の実施
・保幼小連携カリキュラム作成

委員会
・教育課程への記入指導
・接続期のカリキュラム作成
・実施の準備、指導

・連携活動の実施
　　年少から年長
・教員間の事前打ち合わせ
・指導案の作成
・小学校教員との連携指導
・入学準備カリキュラムの実施

・連携授業の実施
　１年生から６年生、
　 各教科領域
・保幼教員との事前打ち合わせ
・指導案の作成
・幼保教員との連携指導
・スタートカリキュラムの実施

第
四
段
階
・
発
展

全市的な連携・接続
カリキュラム作成・
実施段階

・私立保幼への働きかけ
・公私保幼小連携・接続カリキ

ュラムの作成および実施
・保幼小の人事交流

・全市的な保幼小連携
・接続カリキュラムの作成・実

施

・カリキュラム評価、改善

・全市的な保幼小連携
・接続カリキュラムの作成・実

施
・カリキュラム評価、改善
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も保幼小連携の必要性について職員会議や研究会で啓発することになります。近隣の校園長同

士、地域で顔を合わせることも多いのですが、このような機会に保幼小連携を話題にして挨拶

をしたり、情報交換をしたりすることから始めたいものです。教職員に対しては、園だよりや

学校だよりを相互に配布したり、ホームページで案内したりすることが必要でしょう。また、

園内組織、校内組織に保幼小連携の担当者を決めておくと良いでしょう。

保育士は、地域の散歩コースに小学校を入れ、外から場所を確認するだけでなく、トイレや

校庭を使わせていただく、校内めぐりをさせていただく等の活動を進めていきたいものです。 

保幼小の連携が進んでいる園にとってはあたりまえのような内容ですが、今まで、取り組んで

いなかった園にとっては大きなハードルです。先ずは、初めの一歩を踏み出すことが大切です。

②第二段階（交流段階）

この段階は、小学校の行事や授業に、保育所の園児が招待される活動が行われている状況で

す。生活科の秋祭りへの招待や、運動会等の行事に招待される場合もあります。計画の主体は

小学校で、園はその計画に沿って招待される場合が多いようです。生活科の秋祭りに園児を招

待することは、小学生の児童にとっては、自分たちの活動の発表の場でもあります。幼児とど

んぐりこまを一緒に作ったり、カップに木の実をいれてマスカラを作ったりして楽しく遊びま

す。

このような交流が、教員間だけで行われることは少ないのです。そのきっかけづくりや推進

には、校園長の運営方針が大きな意味をもっています。校園長は、運営方針や教育計画に「保

幼小連携の推進」を掲げることから始めるべきでしょう。このことによって、運動会委員会の

原案に保幼小の交流種目を考えるよう助言もできます。

第一段階からこの第二段階に移行できたのは、園と小学校とで連絡をとれる条件が整ってき

たことを示しています。教師間の担当窓口を決めておき、電話、ファックス、メール等を使っ

て、いつでも連絡が取れるようにしておきたいものです。

時折、交流段階での苦情を保育所や幼稚園から耳にすることがあります。例えば、保育所で

せっかく育てた主体性や自主性が、連携によって失われてしまうというのです。（「赤ちゃん返

り」と言われる現象です。）このような苦言だけが残るようでは、第三段階に進行するどころ

か、逆に連携がストップしてしまいます。交流活動をやりっ放しにすることなく、しっかりと

反省する機会をもつことが大切でしょう。

③第三段階（互恵性を求めた連携段階／接続カリキュラム実施段階）

第三段階には、大きな要素が二点あります。一点目は互恵性を求めた連携段階、二点目は接

続カリキュラム実施段階です。
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ⅰ　互恵性を求めた連携段階

第二段階の交流活動では、まだ「互恵性」のある活動にはなっていないのです。園児にとっ

ても児童にとっても、意味のある活動でなくてはいけません。双方にメリットが出る、「互恵性」

のある連携活動を進める必要があります。第三段階は、保育所・幼稚園と小学校が真の連携活

動の在り方を求める活動なのです。

互恵性を求めた連携を行うには、保育所・幼稚園と小学校の両者が協力して指導計画を作成

する必要があります。対象学年や年次、年間の回数、活動の目的やねらい、活動内容や方法、

場所や時間、教員の指導体制、評価の方法、次年度の計画への生かし方等の協議を行わなけれ

ばなりません。校園長は、これらのことが確実に行える体制整備を行う必要があります。これ

らのことが組織として行われるためには、校務分掌の中に保幼小連携カリキュラム作成委員会

や、保幼小連携推進委員会等の組織を立ち上げることが大切となります。

この連携段階で大切なことは、保幼小の教師間の連携体制です。指導者は対等な関係でなく

てはなりません。指導計画作成段階、指導案作成段階、授業場面すべて対等に進めていくこと

が重要です。

保育士　　：「この活動は園児には難しすぎる。」

小学校教員：「４5分の授業だとこのような展開になる。」

保育士　　：「ここを工夫すれば、園で行った経験を生かせる。」

小学校教員：「活動を園児と児童で協力してできないか。」

保育士　　：「この場面は私がＴＴ（チーム・ティーチング）で行いましょう。」

このようなやりとりが行われるような体制が整備されると、連携の授業も変わってきます。

ⅱ　接続カリキュラム実施段階

ア）アプローチカリキュラムとスタートカリキュラム

入学当初は、一週間程度の特別時程が組まれている小学校も多くなっています。しかし、こ

の程度で段差の解消や滑らかな接続は十分でしょうか。幼児期の遊びを中心とした総合的な活

動から小学校に入学したとたんに教科学習となり、六年生と同じ４5分授業の時程では無理があ

るのも当然でしょう。保育所では「アプローチカリキュラム」、小学校では「スタートカリキ

ュラム」を準備し、実施できるようにしたいものです。

ここで言う「アプローチカリキュラム」とは、「小学校の学習や生活に滑らかに接続できる

よう工夫された保育所や幼稚園年長児後半の指導計画」です。また、「スタートカリキュラム」

とは、「保育所や幼稚園の生活から、教科学習や時間割による小学校の学習や生活に滑らかに

接続できるよう工夫された一年生入学当初の指導計画」のことです（図3参照）。
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ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・アプローチカリキュラムとは
「小学校の学習や生活に滑らかに接
続できるよう工夫された保育所や幼
稚園年長児後半の指導計画」
・協同的な活動

「学級の仲間で、目的をもって、計
画的に、協力して行う活動」

【例】
　・お楽しみ会をしよう
　・劇遊びをしよう
　・お誕生日会をしよう
　・音楽会をしよう
　・おみせやさんごっこ
　・協同性の育ち

学
校
生
活
へ
の
適
応
力

・幼児期から、集団生活や協同的
な活動に進んで参加できる子

・自分のことは自分でできるよう
になっている子

・幼稚園や保育所と異なった、施
設、規模の環境にあっても、学
校生活に馴染んでいける子ども

・学校のきまりや時程にも順応し
ていける子

人
と
か
か
わ
る
力

・友だちと一緒に力を合わせて遊
べる子

・入学と同時に、４0名からの学級
集団の中の一員になれる子

・自分の気持ちを表現できる子
・自己の感情をコントロールでき

る子（自己の発達）

学
ぶ
力
・
学
び
の
芽

・積極的に遊べる子
・遊びの中でも、物事に興味関心

をもち、集中して取り組める子
・話を集中して聞ける子
・文字や数に興味や関心が持てる

子
・学習の仕方に関心を持てる子

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・スタートカリキュラムとは
「小学校の学習や生活に滑らかに接
続できるよう工夫された１年生入学
当初の指導計画」

【例）】
⑴わくわくドキドキタイム
　（特活、道徳、生活科など）
・生活する力やかかわる力を主にし

た活動
・大きな丸をかこう、じゃんけんれ

っしゃ
⑵学校だいすきさくせん
　（生活科を核にした合科総合活動）
・学校たんけん（生活科と音楽、生

活科と国語など）
⑶教科の学習
・学びへの意欲
・学び方、学ぶ力

図3　アプローチカリキュラムとスタートカリキュラム

・アプローチカリキュラムとスタートカ
リキュラムの接続によって幼児・児童は
このような姿になることが期待される。
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イ）アプローチカリキュラムと「三つの力」

保育所や幼稚園では、年長児後半（10月～３月）のアプローチカリキュラムを作成していき

ます。その際、「三つの力」をキーワードに、保育や指導計画の見直しを行うことも重要です。

三つの力とは、「生活する力」「かかわる力」「学ぶ力」を指します。保育所や幼稚園を修了す

るまでに、または小学校に入学するまでに付けておきたい力です。アプローチカリキュラムを、

三つの力をキーワードにして作成してみると、大変わかりやすくなります（図4参照）。

「生活する力」とは、片付け、手洗い、トイレ、着替え、整理、食事、午睡、生活リズムなど、

園生活全般で育つ力のことです。これを、園修了までにどこまで、どのように力を付けていく

かを指導計画上に位置付けていきます。４月からの小学校での基本的な生活習慣を意識して指

導をしていくことも必要でしょう。

次は、「かかわる力」です。年長児の活動では、学級やグループで、目的を持って、仲間と

協力して行う「協同的な活動」を計画的に行うことが必要です。この活動を通して、自己発揮

と自己抑制のコントロールの仕方、つまり「自己の発達」を獲得していきます。そして、友だ

ちと様々な場面で折り合いをつけながらかかわっていくことの大切さを知るようになります。

そのためにも、アプローチカリキュラムの中に、お店やさんごっこ、発表会、音楽会、クリス

マス会、正月遊び、誕生会等の活動を取り入れ、指導計画を作成していきます。

そして「学ぶ力」です。小学校の先生は、「勉強は小学校で教えるので、保育園では教えな

いでください」と言います。年長児が文字や数に興味を持ってくるのは、当然のことです。絵

本の読み聞かせをしていれば、自分でも読みたくなります。かるた遊びをしていれば、字も読

めるようになります。双六遊びをしていれば、数に対する認識も出てきます。幼児期の学ぶ力

とは、興味や関心を持ったりすることです。

この学びの芽を大切にして行けば、遊びを通して学ぶ力を高めていくことも可能になります。

小学校の学習につながる要素を含んだ遊びは数多くあります。このことを保育士がどれだけ

意識しているかによって、子どもの育つ力が変わってきます。小学校のようなスタイルで文字

や数を指導するのでなく、遊びを通して小学校の学習への意欲を高めていくことが大切なので

す。保育者は３・４歳の活動や５歳前半の活動からの連続性を考慮するとともに、小学校１年

生の生活や学習内容をも考慮して指導計画を作成する必要があります。また、アプローチカリ

キュラムの作成は、５歳児担当者のみで行うのではなく、保育者全員による共通認識の上で行

います。



図4　アプローチカリキュラムと「三つの力」
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保幼小連携の必要
（現状と課題） 幼児・児童の実態 接続のキーワード

三つの

【家庭】
・核家族化
・少子化
・しつけが
　できない
・生活リズムの

乱れ
・わがまま
・自己の未発達

【地域】
・地域社会の
　崩壊
・無縁社会
・第４の領域
・犯罪の多発
・不安、心配
・無人の公園

【保育所・幼稚園】
・遊び中心
・指導と援助
・放任と援助
・就学前教育観
・保幼連携
・アプローチ
　カリキュラム

【小学校】
・６年生と同じ

時程
・４5分事業
・教科学習
・段差の解消
・滑らかな接続
・スタート
　カリキュラム

幼　
児　
の　
実　
態

・核家族の中で兄
弟姉妹も少なく、
大事に育てられ
てきている。保
護者の世代も、
個人の権利を主
張し、個人主義
的な風潮の中で
育ってきており、
子どもへの正し
いしつけはでき
ていない。

・自己主張と自己
抑制をバランス
良く発揮できる
自己の発達が未
熟である。

児　
童　
の　
実　
態

・小１プロブレム
の言葉に代表さ
れるように、

　話が聞けない、
　落ち着きがない、
　すぐに手が出る、
　席を立つ、
　指示が通らない

等の状況が現れ
る。

・就学前の教育は
ばらばらである。

・様々な保育所や
幼稚園から入学
してくる。多い
場合は20園以上
になる場合もあ
る。

・全ての園とは、
事前に情報交換
ができていない。

生　
活　
す　
る　
力

【幼児】
・席に座る活動の工夫
・時間を意識した生活
・手荒い、トイレ、着

がえ等

【児童】
・教室環境の工夫
・柔軟な時程の工夫
・個への対応
・声かけの工夫

か　
か　
わ　
る　
力

【幼児】
・挨拶をする
・きまりを守る
・安全に生活する
・トラブルを解消でき

る

【児童】
・学級の友だちとの関

係づくり
・先生、地域の人との

かかわり
・聞く、話す、伝え合

う

学　
　
ぶ　
　
力

【幼児】
・遊びを通しての学び
・生活や遊びを通して

の文字や数への興味
関心

・絵本、紙芝居の経験
・運動、表現遊びの経

験
・学びの芽

【児童】
・教科学習への興味関

心
・文字や数などへの学

ぶ意欲
・合科的な学びで段差

の解消
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ウ）第４段階（発展）に向けて

第三段階の連携や接続は、かなり努力をしても「線」としての連携です。つまり、一保育所

または一幼稚園と一小学校との連携・接続です。一園からの進学先の小学校は何校にもなりま

す。また、都会の小学校では、一年生の出身保育所・幼稚園は十園以上になることもあります。

このような場合、保幼小の連携や接続をどのように考えたらよいのでしょうか。

この解決のために、面としての接続に乗り出している区や市があります。つまり、市内の全

公私立保幼の年長児のアプローチカリキュラムや、市内全小学校のスタートカリキュラムを作

成・実施しているのです。これは、単独の園や小学校では難しいかもしれませんが、教育委員

会や首長部局が主導的に取り組むことにより実現可能となります。

〈参考文献・資料〉

１）和田信行著「スタートカリキュラムの実施とその効果の検証」2013年　東京成徳短期大学紀要第４6号

２）和田信行著「スタートカリキュラムがわかる教育技術」2013年　小学館



２．保小連携の課題

寺田　清美 委員

（１）はじめに
保小連携（保育園と小学校における連携）とは、子どもが保育園等から小学校への生活の変

化にうまく適応できず、学級がうまく機能しない状況がみられるため、どのように思考し行動

したらよいのかを、保育園と小学校双方の担当者が理解・協力し、子どもに最善の利益となる

よう、配慮していくことです。

保育園や幼稚園・小学校等に関する制度とその実施体制は、60余年前に施行されて以来、改

変することなく継続しています。しかしながら、少子高齢化など教育をめぐる状況が大きく変

化していく中で、平成1８年に改正された教育基本法には「幼児教育の振興」についての条文が

設けられ、幼児教育への関心が高まっています。

また、保育園・幼稚園・小学校の連携（以下、「保幼小連携」といいます。）も、永年の課題

といわれてきましたが、平成20年に保育所保育指針（以下「保育指針」といいます。）および

小学校学習指導要領が改訂され、その趣旨の下、各地域で保育園・幼稚園と小学校との新たな

連携の取り組みが始まりました。平成22年３月からは、保育所から年長児の就学先となる小学

校に対し、こどもの育ちを支える資料として「保育所児童保育要録」（以下、「保育要録」とい

います。）が送付されることとなりました。（幼稚園の場合は以前より、「幼稚園幼児指導要録」

が小学校へ送付されていましたが、保育園からの要録の送付は義務化されていませんでした。）

このことにより、幼児教育関係者も小学校教育関係者も双方の接続期や伝達のあり方について

大きな関心を持ち始め、更なる連携が期待されているといえます。

遊びを中心とした保育園・幼稚園等の教育と、時間割に基づく教科等の学習を中心とした小

学校教育との円滑な接続のためには、地域の実情に応じて、創意工夫を生かした連携が大切です。

しかしながら、保育園における幼児教育の充実や小学校への滑らかな接続等については依然、

多くの課題があると考えられます。

本研究委員会では、平成21年度より保小の連携に関する研究に取り組んで参りましたが、そ

の途中で明らかになった点は、「連携に意欲的に取り組んでいる地域もあれば、連携に関心は

あるがどのように取り組んだら良いかわからない」あるいは、「ひとつの保育所から多くの小

学校へ進学するため、交流する相手側の保育所や小学校が見つけ難い」という課題でした。（参
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照：日本保育協会「保小の連携実践事例集」平成21年度）

これを受け、本研究委員会は、平成22年度には自治体向けにアンケート調査を行い、「保育

所児童保育要録を中心とした保小連携推進事業報告書」（平成22年度）をまとめました。さらに、

翌平成23年度には、保育園の保育要録担当者向けにアンケートを実施し「保育所児童保育要録

と保小連携に関する調査研究報告書」（平成23年度）をまとめて、具体的な保育要録の課題を

抽出しました。

これまでの研究を踏まえ、連携の実態等について明示しながらその必要性等について提言し

てまいりたいと思います。

（２）保育園・幼稚園の領域と小学校の教科の差異
保育園・幼稚園と小学校では、教育のねらい・目標も違えば、教育形態や指導方法も違いま

す。これらの双方の違いが接続を複雑にし、連携を難しくしていると考えられますが、保小連

携の必要性について考える前に、何がどのように違うのか具体的に整理してみましょう。

１）教育のねらい・目標

幼児教育では、「義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児

の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長する」（学校教育法第22条）

とあります。また、保育所保育指針・幼稚園教育要領の記述にもあるように、「生きる力の基礎」

として「心情・意欲・態度」を身につけることを中心としているのが幼児教育の大きな特徴で

す。

小学校学習指導要領総則では、「生きる力をはぐくむ」が教育の目的となっており、学校教

育法第30条第２項では「…生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能

を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現

力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うこと…」が目標として明記さ

れています。

２）指導方法

保育園における保育とは「生活や遊びを通して総合的に」行われるものであり、保育園生活

の全体が学びの場として捉えられ、子どもは「環境との相互作用」により発達していくとされ

ています。また、幼稚園教育のねらいにおいてもやはり「幼稚園生活の全体を通して総合的に

達成される。」とあり、遊びを通しての指導が中心となっています。

小学校学習指導要領では、基本的には各教科などの「授業」が学習活動の中心になっており、

授業時間も決められています。
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３）領域と教科

幼児教育では、子どもの育ちを５つの「領域」（「健康」、「人間関係」、「環境」、「言葉」、「表

現」）で表現しています。これらは保育園と幼稚園で共通しています。「領域」は、小学校の「教

科」とは異なり、各々に活動内容が特定され分断されているのではなく、子どもの遊びや生活

を通して総合的に学んでいくものとして捉えられています。

一方、小学校教育の教育課程は「国語」、「社会」、「算数」、「理科」、「生活」、「音楽」、「図画

工作」、「家庭」、「体育」の各教科と「道徳」、「外国語活動」、「総合的な学習の時間」、「特別活

動」というように細分化され、学習内容や授業時間数も定められています。

４）「個」と「集団」

幼児教育では「個」を尊重します。子どもの発達について理解し、一人ひとりの発達過程に

応じて保育を行います。「一人一人の幼児が十分に自己発揮できなければ集団生活で主体的に

活動することは難しい」という考え方で、幼児が協同して遊ぶようにするためには、まず一人

ひとりがその子らしく遊ぶことが基盤になると考えています。

小学校では、子どもは「集団の一員」として位置づけられています。同時に子どもの主体性

や個性を尊重することも重要視しており、「授業」を通して「集団」で学びながら、その中で

一人ひとりの子どもを見ようとしているところが幼児教育とは大きな違いとなっています。

５）環境構成

「環境を通した教育」を重視している幼児教育では、子どもを取巻く遊戯や教材、保育室、

保育者や友だちを「環境」として捉え、子どもたちがさまざまな環境と関わり、必要な体験を

積み重ねることでねらいが達成されると考えています。これは、子どもの経験や学びが周囲の

環境によって左右されることを意味します。このため、保育者が「環境構成」をどのように考

えるかが幼児教育の基盤となっています。

小学校学習指導要領には具体的に「環境構成」という言葉は見当たりません。幼児教育のよ

うに生活そのものが学びであるという考え方ではないからでしょう。

６）時　間

保育園や幼稚園では、生活上の区切りとなる目安の時間は決まってはいるものの、実際には

子どもの様子や遊びの進み方に合わせて緩やかな区切りの中で保育が行われています。

小学校では授業時間がはっきりと決められており、多くの場合、決められた時刻にチャイム

を鳴らします。基本的な授業時間は４5分間と決まっており、子どもも教師も時間割に沿って一

日のカリキュラムをこなしてゆきます。「モジュール授業」という、４5分を15分に３分割して



─ 18 ─

児童を飽きさせない取り組みをしている小学校もありますが、まだ少なく、卒園後の子どもの

戸惑いは多く聞かれるところです。

７）学習空間

幼児教育では保育園や幼稚園の空間のすべてを生活空間として使用するため、園全体が学び

の空間となっています。保育室内のテーブルや椅子も固定されたものではなく、時に食事のた

めにテーブルがセットされ、時に睡眠のために布団が敷かれ、時に遊戯用にすべてが片付けら

れるなど、保育室のレイアウトは臨機応変に変えられます。

小学校では基本的に個人の机と椅子が与えられ、その場所が学習空間となっています。教科

によっては体育館、校庭、理科室などの特別教室に移動することがあります。

（３）保小連携の必要性
小学校に入学した子どもが保育園等から小学校への生活の変化にうまく適応できず、学級が

うまく機能しない状況に陥る、幼児教育と小学校教育の不連続の問題、「小１プロブレム」が

指摘されています。

平成20年に東京学芸大学が行った「小１プロブレムと幼小連携に関する調査」では、回答の

あった市区町村の教育委員会1,156件中、「家庭におけるしつけが十分でない（８6８）」、「児童に

自分をコントロールする力が身に付いていない（779）」、「児童の自己中心的傾向が強いこと

（603）」（括弧内回答数）の３項目が上位を占めています。一方で、「保育園・幼稚園が幼児を

自由にさせすぎる（15４）」、「授業についてこられない児童がいる（92）」という数値も気にな

る項目といえます。なぜ、「小１プロブレム」が起きるのでしょうか、また新１年生の子ども

が変わってきた原因には何があるのでしょうか。

まずは、核家族化、共働き等の家族を取り巻く状況の変化です。子どものいいなりになったり、

基本的な生活習慣・しつけの指導ができなかったりという現象を引き起こしているようです。

次に地域の変化として、子どもの遊び場の減少や、同年齢や異年齢の子どもが集団で遊ぶ姿

が見られなくなっていることがあげられます。人は乳幼児期に他人と関わり、遊びを展開し体

験する中で多くの「学び」を獲得していきます。つまり、「体験すべき課題」が沢山あるので

すが、残念なことに、その発達に必要な体験をしないまま就学している子が増えているといわ

れています。

また、小学校においては、１年生になったとたんに、６年生と同じく４5分授業５分休みの時

間割にしている現状があります。そのうえ、１学級４0人を１名の担任で教科・給食指導してい

ます。保育園時代は満足するまで遊びこむことが多く、時間に縛られない生活であったことや

担任と子どもの人数比の違いなどから、新１年生も担任も戸惑いが多いといわれています。
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これまでの本研究調査においても、「育ち」に対する考え方について保育園と小学校では違

いの大きいことが明らかになりました。それゆえ、保育要録の送付により最長6年間に渡る子

どもの育ちを的確に伝えるにとどまらず、更なる連携を行うことが、正に求められているとい

えます。

（４）保小連携における取り組みの現状と課題
１）子ども同士の交流

子ども同士の交流には幼児が小学校の運動会に参加したり、合同遠足に参加したり、一日体

験入学など園児が小学校の活動に参加したり、小学生がボランティア体験として保育園の活動

に参加するものがあります。また日常的にも幼児が小学校の校庭へ遊びに行ったり、小学生が

生活科の授業の中で保育園を訪れて幼児に読み聞かせを行ったりしています。

さらに、個々の保育園と小学校との連携に留まらず、長崎県佐世保市や熊本県合志市、秋田

県大仙市大曲地域のように、中学・高校や養護学校との交流に取り組んでいるところもあります。

しかし、ひとつの小学校に15園以上の保育園などから進学する地域もあれば、１校に１保育

園からという場合もあります。近隣の小学校と遠方の小学校とでは交流の密度もおのずと差が

出てきます。また、通園地区の広い地域で交流を図る場合、複数の保育園や幼稚園と複数の小

学校が交流を図る必要があります。

２）保育士と小学校教職員の交流

子ども同士を交流させるために事前に打ち合わせをしたり交流後の振り返りを行うなど、保

育士と小学校教職員はお互いに情報交換などの交流をしています。また、保育園の保育内容と

小学校の教育内容の違いを互いに理解するために、保育参観・授業参観が行われています。そ

して、相互理解を深めるために合同研修や合同研究会を開き、交流授業の合同活動内容などを

検討しています。

３）保護者対応の取り組み

平成21年に東京都教育委員会が行った「公立小学校第１学年の児童の実態調査」では、小１

プロブレムの「不適応状況の発生の要因」について、「児童に基本的な生活習慣が身について

いなかったこと」、「家庭の教育力が低下していること」と、児童側の問題と捉える回答がそれ

ぞれ６割を占めています。「不適応状況を解決するために実施した対応策」の中に、「保護者に

協力を依頼し、学級に入ってもらった」ケースが約２割ありました。さらに、「不適応状況の

発生の予防に効果的と思われる対応策」に、「保護者の協力体制の確立」の回答が56％と高い

結果がみられました。このように、小学１年生の担任の多くが「保護者対応」に苦慮している
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現状が浮き彫りになってきています。

さらに最近は、格差問題が注目されています。小１プロブレムも家庭の経済や文化格差が反

映しています。家庭や園で絵本をたくさん読んでもらった子は、年長児になれば一人で静かに

読むことができ、小学校に入っても教科書に抵抗がありません。家庭環境に差がある中で、保

育園がどう補うかが課題です。

そのような中で、保護者に対しても学校についての情報を公開し、小学校の授業の様子や内

容を知らせている地域があります。保護者自身の不安を取り除いたり、子どもが学校の生活に

適応しやすいように協力してもらうことが目的です。

長崎県佐世保市や東京都品川区では、後述する「接続カリキュラム」（参照：23、130ページ）

の中に「保護者に伝えていきたいこと」という箇所を設け、保護者支援（保育指導）のポイン

トを明記しています。
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４）地方自治体の役割

幼児教育と小学校教育の円滑な接続のためには、各施設同士の連携に加え、設置者や所管部

局の異なる施設が連携しやすいように、自治体が環境を整備することも大切です。支援の方法

としては、保幼小の連絡協議会の設置、合同研修の開催、長期派遣研修等による職場の相互体

験、非常勤講師等で相互の経験者を活用すること、人事交流、幼稚園と小学校の教員免許の併

用、保育士と幼稚園教諭の資格の併有を促進することなどがあげられます。

また、自治体の中には保幼小の連携を一体的に行うために、保育園を所管する部署と幼稚園・

小学校を所管する部署が統合されるケースも増加傾向にあります。（秋田県、東京都足立区、

長崎県佐世保市など　参照：39、33、5４ページ）

品川区　改定「のびのび育つしながわっこ」より
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５）接続期のカリキュラム作成

保育園での就学前のアプローチカリキュラムや小学校入学直後のスタートカリキュラム（参

照：10ページ）を導入することは、「生活の接続」と「学びの接続」を滑らかに行えることに

つながります。一部の自治体では、これらのカリキュラムに取り組むようになってきています。

これらは行政が主導で行うこととなるため、保育園の所管する部局と教育委員会との連携が必

要です。

神奈川県横浜市では、入学前と入学後に育ちと学びをつなぐ「横浜版接続期カリキュラム」

を作成しています。保育園や幼稚園で取り組むアプローチカリキュラムと小学校で取り組むス

タートカリキュラムの双方から、接続期に育てたい子どもの資質に向け、理論と実践からとら

えられるように構成しています。

また、東京都品川区では、５歳児の10月から小学１年生の一学期を「ジョイント期」と位置

づけ、「ジョイント期カリキュラム」を作成しています。ジョイント期に育てたい力として、「生

活する力」「かかわる力」「学ぶ力」の３つにまとめ、幼保では小学校生活につながる活動を、

文部科学省・厚生労働省「保育所や幼稚園等と小学校における連携事例集」より

横浜市「～横浜版接続期カリキュラム～　育ちと学びをつなぐ」より
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小学校では幼保での経験を生かした指導の工夫を求めています。

 東京都は、保幼小と家庭がどのように対応していけばよいかなど、具体的な方策を明らか

にした「就学前教育プログラム」を平成22年度に作成し、都内の公私立保育園・幼稚園・認定

こども園・小学校および各区市町村の教育委員会に配布しています。

品川区「ジョイント期カリキュラムの概要」

品川区　改定「のびのび育つしながわっこ」より
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（５）保小連携にあたって配慮すべきこと
１）園長・校長が保小連携の必要性を認識する事

保育園長は子どもの成長の連続性を見極め、在園児の保育・教育活動にフィードバックさせ

るべきです。学校長は上級学校との連携に目を向けがちですが、入学者に目を向けた連携の重

要性も認識しなくてはなりません。保小連携を単に小１プロブレムの対策だけで考えるのでは

なく、幼児期から児童期への成長と学びの連続性という視点や、双方に互恵性のある連携の必

要を認識することが大切なのです。また、園長・校長のリーダーシップも問われています。

２）体制整備について

保小連携は一過性のものではなく、継続させることが必要です。そのためには組織として保

小連携に取り組まなくてはなりません。多くの実践園では、園務分掌の中に保小連携の部署を

設けて担当者を配置しています。

また保育園の保育士は幼稚園教諭と比較して連携のための打ち合わせの時間を取りにくいの

が現状です。これに加えて双方の距離が離れていると、打ち合わせの時間を持つことが一層困

難となります。これらの解決策として、電話やファクス、メールでのやり取りを活用したり、

管理職が保育士の出張しやすい環境を設定することが求められています。

３）互恵的なものであること

連携が継続的に行われるためには、互恵性が必要です。互恵性とは、子ども同士、大人と子

ども、大人同士が互いの主体性を受け入れ尊重しながら進めていく姿勢を取ることです。

交流活動は幼児と小学生の双方にとって教育的な意味が無くてはなりませんが、しばしば見

られるのは小学生が一方的にリードし、幼児は「お客さん」になってしまっている場合です。

例えばドッジボールを小学生と幼児で共に行う場面を考えると、幼児はボールに当たらないよ

うに駆け回ることはできてもボールに触ることが難しく、ボールを遠くまで投げることも困難

であったりします。また小学校側では、その学年に合った教育目標に沿って子どもを指導しな

ければなりません。

双方にとって互恵的であるためには、小学校側は幼児に対する理解が特に求められます。保

育園側も小学校の活動が教科や総合的な学習の時間などの活動によって枠づけられているとい

うことを理解する必要があります。

４）継続的な活動を組むこと

子ども同士の交流は単発のイベントになりやすいのですが、それでは幼児が主体的に関わり

にくい状況のままです。まずは子どもを中心に据え、大人が協力し合うことにより、教育する
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ための基本的な方向性を示すことが重要です。そして、１回限りではなく継続的に実施し、互

いの関係を深める必要があります。その中で互いに親しみを持ち、兄弟姉妹のように名前を呼

び合うような関係が生まれます。小学生も、幼児への関わり方やコミュニケーションを学ぶこ

とができるようになります。そのためにも、子ども同士の交流活動はある程度継続的に行うよ

うに工夫することが大切といえます。

５）活動環境の工夫

幼児教育が小学校教育と大きく異なるのは、環境を通しての教育という考え方です。交流活

動で子どもたちが互恵的にかつ自発的に関われるようにするには、交流する場の環境にさまざ

まな工夫が求められます。たとえば交流活動の時に体育館が使われることも多いのですが、体

育館では、子ども同士が一緒に遊ぼうとしてもその資源が乏しいのです。図書室での交流活動

にしても、小学生からの一方的な読み聞かせではなく、図書室の資源を活用した双方向的なコ

ミュニケーションが起こる活動を促すよう配慮することが課題といえます。

６）時間の組み方（参照：109ページ）

小学校での４5分という授業時間を前提にすると、活動はかなり制約されます。子どもたちの

自発的な活動を前提にして緩やかに時間が区切られている保育園・幼稚園と、各教科の授業を

効率的に進めるためにタイトな時間割が設けられている小学校との違いは大きいものです。

平成20年改訂の小学校学習指導要領では、「異校種との連携や地域連携を進めるために時間

割を弾力的に編成することができる」となっています。東京都新宿区のようにモジュール授業

（15分╳３）に取り組んでいる地域もありますが、このような運用面での工夫も求められてい

ます。

７）「育ち」や「発達」を検証する必要性

保小の連携によって、子どもたちがどのように育ったのかを検証する必要があります。保育

園だけで考えていた子どもの育ちが、小学校との連携で考えることによって見えてくるものが

あります。たとえば小学校では、「新入生で着替えができない子がいる。」といいますが、保育

園では「就学前には全員が自分で着替えができるようになっている。」といいます。保小の先

生で話し合うと、保育園での着替えは床に座っての着替えを指し、小学校では立ったままの着

替えを指していたことがわかりました。

また、保育園児は３月まで年長児として責任的役割を持たされてきましたが、入園当初の４

月は小学校最年少として、所持品の始末にも小学６年生がお世話してくれることに、ギャップ

と戸惑いを感じていることも明らかになりました。
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このように「育ち」や「発達」の検証についても、保小の先生による話し合いを密にしてい

くことが明らかに必要です。

８）職員間の情報交換

職員同士の情報交換は、時間的制約や保育士と小学校教職員との意識の隔たりを解消するた

めのものです。小学校教諭免許を持たない幼稚園教諭や保育士、幼稚園教諭免許や保育士資格

を持たない小学校教職員がおり、互いに相手の保育や授業を参観したことのない者もおります。

職員間の交流ではまずそれぞれの保育や指導について話し合い、保小連携に対する各自の関心

や取り組みの観点の違い、各々の知りたいことに違いについて理解を深めることが必要です。

保育園・幼稚園と小学校の連携で重点的に提案されているのは人事交流です。平成17年１月

答申の文部科学省中央教育審議会「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の

在り方について」では、「人事交流等の推進、奨励」（第２章 第１節 ２（１）イ）があげられ、

翌平成1８年10月策定の「幼児教育振興アクションプログラム」では、「各都道府県において、

少なくとも１例以上、幼稚園と小学校間の長期にわたる派遣研修もしくは人事交流を実施する」

という目標が示されました。

（６）保育要録の課題（参照：121ページ）
保育園から小学校への保育要録の送付は、平成2４年度末で４回目を迎えます。本研究委員会

は、平成22年度に市区町村向けに、そして平成23年度には保育園向けにアンケート調査を行い、

保育要録の実態や課題などについて調査研究を行ってきました。

ここでは、保育要録の目的や役割について改めて振り返るとともに、実態や課題等を踏まえ、

今後の保育要録のあり方について述べていきます。

１）保育要録の様式の改善

保育要録の様式は多くの場合、自治体による主導もしくは保育園関係者との協議で策定され

ており、小学校を含めた協議を行っているところは少ないのが現状です。保育園として伝えな

ければならないことは伝え、小学校が欲しい子どもの情報が何であるかを把握して伝えること

が重要な課題となっています。そのためには、地域ブロックごとで保育園・小学校の代表者が

活発に意見交換を行い、保育要録の様式について改善していくことが必要といえます。

２）記入方法・方式の課題

保育要録に何をどのように記述するかは保育者に委ねられており、記入する保育者を悩ませ

ています。アンケート調査の自由記述からは、「記入方法として選択式を取り入れる」などの
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意見が多くあがりました。選択式は記入しやすく読みやすいという利点から、取り入れている

ところもあります。一方で、選択式では項目以外の側面を表現することができず、情報に偏り

が生じるため、選択式に反対する意見もあります。このため、自由記述を用いることで補足し

ているようです。

３）保育者の作成能力の課題

よりよい保育要録を作成するには、保育士の保育要録作成に関する能力の高さが問われます。

日頃の子どもの姿を的確に捉え記録として残す能力は保育士として重要な資質といえますが、

子どもの育ちについて表現するには、それを数年間積み重ねる必要があります。保育要録の記

入に関わる保育士が子どもの過去を知らない場合は、これらの記録の積み重ねに頼らなければ

なりません。

また子どもの姿や特徴を文章で表現する力も問われます。保育要録という限られた中に、子

どもの姿を記し、なおかつ誰が見ても正確に伝わるように表現するには非常に高い技量を要し

ます。これらの能力の向上は、保育要録を有効に活用するための土台となります。

４）保育要録を読みたくなるための工夫

保育園側では、一生懸命に作成した保育要録が小学校では活用されていないのではないか、

という不安を持っています。このようなことを改善するために、様式を見直すとともに、保育

要録を受け取った小学校から保育園へ反応を返すという、一連の仕組みを構築することが大切

です。小学校側もどんな情報が欲しいのか、どんな時に要録が役立ったのか積極的にフィード

バックしていくという姿勢が必要です。保育園側では、保育要録を有効に活用してもらうため

にも、小学校との間で意見交換や情報交換を日常的に行うことが必要であると感じています。

小学校側が保育要録を読んで見たくなるためには、各々の担当者間での引継ぎが重要である

ことが、これまでの研究により明らかになりました。

５）保育要録と幼稚園指導要録における様式の差異

幼児の情報を小学校へ伝達する要録は、保育園と幼稚園では様式が異なっています。このこ

とは、送付先の小学校側にとっては大変扱いづらい要因となっています。今後、幼保一体化に

向けて整備されていくものと考えられますが、過渡期においても配慮の必要性を感じます。送

付された小学校にとっても様式が統一された方が理解しやすいことは、当然の事といえるでし

ょう。静岡県富士宮市では、保育園と幼稚園を所管する部署が福祉部局に統合されており、要

録の様式も統一されています。さらに、要録に関する研修や検討会の取り組みが増えてきてい

ます。学習の場として「行政（市町村）による研修会」、「記入マニュアルなどの配布」、「検討
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会」が開催されています。

（７）おわりに
事実、保育園と小学校の連携は、徐々にではありますが、全国各地においてさまざまな方法

により、着実に増えてきています。

研究委員である東京成徳短期大学 和田信行教授が、連携の段階を以下のように分類してい

ます。（参照：８ページ）

第１段階：保育園と小学校の子どもと職員の交流（小学校への散歩や校内めぐり）

第２段階：行事（生活発表会・運動会等）の交流段階

第３段階：保育園・小学校の双方にメリット（互恵性）があることを求めた段階

　　　　　接続期前期（年長児10月～３月）のアプローチカリキュラム、

　　　　　接続期後期（１年生４月～５月）のスタートカリキュラム
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第４段階：第３段階を全地域的な取り組みとして実施すること

連携の段階は各地域により差異があると思われますが、育ちを支える資料である保育要録の

送付をはじめ、保育園と小学校の連携は必要不可欠です。過去３回の調査では、多くの保育園

が、「保育要録の送付と保小連携は別物である。」と考えていたことがわかりました。昨年の調

査報告の中では、保育士と教職員がより緊密な交流を行うことにより、互いの環境の差に気付

くことができた地域が、僅かながら見られました。今回で４回目を迎えた保育要録送付は、保

育園・小学校の双方において、保小間の段差に気付く大きなチャンスとなりえたのでしょうか。

今後は、保育園や学校に参考となるような保育要録の活かし方や、保育園と小学校、さらに

は中学・高校との連携に発展している地域などについても、今後探っていきたいと考えていま

す。
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